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研究成果の概要（和文）：南極昭和基地にインフラサウンドセンサー（微差圧計）およびセンサ

ーハウジング、機械式ローパスフィルター、ロガーからなるインフラサウンド計測システムを

設置し、南極という極限環境下、特に冬期の極低温・ブリザード環境下での計測システムの耐

候性能を確認した。また、昭和基地近傍におけるインフラサウンド帯域での微気圧変動の定常

的なモニタリングを行っている。これまでに、氷震・氷床滑り・海洋振動等によると思われる

インフラサウンドの検出に成功した。さらに、これまで知られていなかった非常に長期間にわ

たって連続的に励起されるトーン構造をもったインフラサウンドを検出した。 
 
研究成果の概要（英文）：We deploy an infrasound observation system at Syowa station, 
Antarctica. The system consists of an infrasound sensor (Chaparral Physics Model-2: a 
condenser microphone type differential pressure sensor), a sensor housing, a mechanical 
low path filter (tube array), and a data logger. We validated the system under extreme 
condition at Antarctica, especially; very low temperature and strong blizzard wind at 
Antarctic winter. 
From Mar. 2008, we started pilot continuous observation. We monitor differential pressure 
variation around Syowa station at the infrasound band. Until now, we found out infrasound 
generated by icequakes, ice sheet movements, oceanic oscillations. Moreover, We found out 
the new type of infrasound has very long durations (a few to dozens of days) and harmonic 
overtone structure at some Hz to lower most human audible band. 
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１．研究開始当初の背景 
インフラサウンド帯域の微気圧変動は、固

体地球の振動現象や、海洋の振動、さらには
低層大気や超高層大気運動によって励起さ
れる。これらは、インフラサウンド帯におい
て互いにカップリングしており、例えば大地
震時に地表で励起されたインフラサウンド
が上空に伝播し、電離層を揺さぶることによ
り、GPS 電波のシンチレーションとして観測
されることなどがわかってきている。 

研究開始当初、インフラサウンド観測網は、
核実験探知を目的とした CTBTOの国際協定
観測網や、その他の軍事活動のモニタリング
を目的とした軍事・安全保障の観点から展開
されたごく少数の観測網が存在するのみで
あり、ごく一部の研究者がデータを利用して
いるという状態であった。そこで、広く地球
惑星物理現象に関連して励起されるインフ
ラサウンドをターゲットとした理学目的の
観測網を整備することで、領域横断的な研究
の枠組みが生まれることが期待された。 
 
２．研究の目的 

理学目的の観測網を展開するにあたり、一
度に広域のネットワークを展開することは
現実的には不可能である。したがって、すで
にインフラサウンド計測装置以外の多数の
観測装置が展開されており、最小限のインフ
ラサウンド観測装置を展開することによっ
て、領域横断的な研究を展開しやすい昭和基
地において、新たに微気圧変動観測装置を展
開し、これまで計測されたことの無い、イン
フラサウンド帯域の微気圧変動を計測する
ことが費用対効果の面でも望ましいため、昭
和基地において微気圧変動計測を開始する
事が目的の一つである。 
また、昭和基地に設置された地震連続波形

記録など、インフラサウンド以外のデータ等
も組み合わせて解析することにより、記録さ
れたインフラサウンドの励起源の推定をお
こなうこと、また、将来の恒久的な観測を行
うための、観測装置の設置方法や、耐久性能
の評価を行うことも目的の一部である。 
 
３．研究の方法 

南極昭和基地に微気圧変動観測装置を展
開し、インフラサウンドの連続観測をおこな
い、得られたデータの解析を行う。また、観
測装置の耐候性能や、昭和基地でのノイズ環
境についても、得られたデータから評価を行
う。 
 
４．研究成果 

JARE49 において、微気圧変動観測装置を昭
和基地の地震計室近傍に設置し、2007 年度末
から連続観測が開始された。本来、3 要素の
アレー観測を行う予定であったが、極地研究

所からの要請により、1 センサーのみの設置
となっている。 
連続観測開始後、観測装置は大きなトラブ

ルが発生することも無く、ほぼメンテナンス
フリーの状態で稼働している。厳冬期のブリ
ザードや、初春の雪解け水によるセンサーハ
ウジングや機械式ローパスフィルターへの
影響もみられず、現在のコンフィグレーショ
ンにおいて観測装置の耐候性能に問題ない
ことが確認された。 
本研究では、これまでのインフラサウンド

計測と異なり、サンプリング周波数を 20Hz
ではなく 100Hz でのデータ収録をおこなっ
ており、CTBTO の観測点では観測されたこ
との無い音波帯最低周波部のデータまで得
られている。これにより、海洋−大気カップ
リングによる 7秒周期程度に卓越周期を持つ
連続的な微気圧変動や、氷震にともなうと思
われる微気圧変動以外に、いままで他の極域
の観測点でも報告例のない新たな種類の微
気圧変動を検出することに成功している。以
下に昭和基地で記録されたインフラサウン
ドの特徴を記述する。 

昭和基地において最も顕著に記録される
インフラサウンドは、CTBTO の観測点でも
観測される、海洋−大気のカップリングによ
り励起される 7秒程度の周期を持つマイクロ
バロムスである。卓越周期の時間変動や、励
起強度の季節変動が見られる。これは、昭和
基地近傍の海面が、海氷で覆われる面積が季
節変動するため、カップリングの程度が変化
している為だと思われる。極域に特有なイン
フラサウンドとしては、氷床の底面すべりに
よって励起されていると思われる数 Hz から
十数 Hz の帯域で顕著な倍音構造を持つ数時
間から一日程度の長さで励起されるインフ
ラサウンドが記録されている。また、同様な
倍音構造をもつシグナルが、十数ヘルツから
40Hz 程度の帯域でも記録されているが、こ
ちらは数日以上にわたって励起されている
事が多い。これは、今回世界で初めて記録さ
れたインフラサウンド−可聴域の音波であり、
今後更なる研究が必要であるが、強風時によ
り強く励起される傾向がある事から、風によ
る海氷の動きにより、タイドクラック等で氷
がこすれ合うことによって励起される物と
考えられる。 
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